










































































































































































































































































































































































大学院留学時にこの活動を思いついたと言う。Story on Foundation http://www.
storyonfoundation.org/
　本教員が今回の韓国・ソウルへのピースツアーを提案するきっかけになったのも、
2013年度後期の多文化交流ゼミ“Global Communications”の履修学生の一人が、イ
ンターネットで反日・反韓を掲げるデモの映像を見てショックを受け、絶望感と使
命感の葛藤のなかで、このような状況を乗り越えるのはどうしたらいいのか？とい
うメールを本教員に送ってきたことである。
  このような在日韓国・朝鮮人をターゲットとした排斥活動・ヘイトスピーチを行
う団体として、在特会（在日特権を許さない市民の会）の活動や活動家の人物像を
追ったノンフィクションとして安田（2012）がある。
  事実、多文化交流ゼミの履修学生は常に女子学生が多い。2013年度から2014年度
にかけて8つのクラスを担当した実績では、クラスの履修者の8割から9割が女子学
生であった。国際総合科学部の男女比率はほぼ5割ずつで、女子学生が若干多い程
度であるので、多文化交流ゼミを履修する学生には明らかなジェンダーによる志向
性が現れていると考えられる。この点については、本教員の今後の研究課題として
今後取り組む予定である。
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国際理解教育における歴史教育の意義─韓国でのピースツアーの実施報告をふまえて─
